
 

 

第１号「令和7年度大津市学校体育研究発表大会 事前授業」参観記録 

【日  時】２０２５年６月２７日（金） 

【授業校】瀬田北小学校   【授業者】西野 幹人先生 

【学  年】 ３年生         【領  域】器械運動 マット運動 

【単元名】火影になるってばよ！マット忍者！ 

安全指導や一時間の流れなど、これまで学習

してきたことを振り返ることができます。 

実際に子どもたちが自分たちで、マットの耳

を入れていました。 

大津の体育通信「大体（だいたい）通信」では、大津市の先生方が取り組まれた授

業や研修の内容を紹介します。体育授業の基本的・専門的なことを知ってもらうた

めの通信です。普段の体育の授業のヒントになればと考えています。 



子どもたち同士で どの位置で、何を見て、どう声をかけるのかを指導

されていました。しかし、本授業では「おしい！」、「あとちょっと！」

という抽象的なやりとりが多かったので、「かかと！」、「へそ！」と 

合言葉を次時で言えるように指導をされる予定です。 

前転、後転、三点逆立のポイントを

言葉と動画で紹介されています。 

子どもたちは、この動きを繰り返

し、技能を高めていきます。 



 

 

実際に見合いっこをしている様

子です。ケンパステップが置い

てあって、どの位置に移動すれ

ば良いかが一目で分かります。 

前転がまっすぐ進んでいるかが

視覚的にも感覚的も分かる教具

です。卵パックをつなげていま

す。本授業は、忍者の世界なの

で、これは「まきびし」です。 



 

 

三点逆立で、頭と腰と足を一直線

にできるように補助の子どもたち

がゴムを持ちます。足がゴムに当

たったかどうかを伝えています。 

前転、後転、三点逆立の術のポイ

ントもボードにまとめ、子どもた

ちに示しておられました。グルー

プ内での会話や全体での発表でも

この言葉が出てきていました。 



【研究協議会】 

  

・見合いっこの子どもたちの視点が不明確。→合言葉の徹底、視覚的な写真や動画の提示。 

・「忍術タイム」と「試験タイム」があいまい。 

→ 「忍術タイム」自己の課題解決に向けた活動。「試験タイム」チーム内で技がクリアできたかどうかを見合う活動。 

・子どもたちの課題に合った場の設定が必要。 → 特に三点逆立の技能習得のために場を増やすことを検討。 

・教師の声かけ・問いかけの内容の精選（授業者の困り感） 

→技能指導を適宜行ったり、技をした子だけではなく、見合いっこで見ていた子に問いかけたりすることで、子どもたち

の見る視点が育っていく。 

次時に活躍予定！！後転で

頭を抜けず回転できない子

への支援になります。 



 

 



【「目指す姿」の実現に向けた視点で構造的に捉えた単元のイメージ】 

 

 


